
1GEN に参加するには　☆会員・会報購読者になる　☆自然と親しむ会・講演会・報告会・学習会に参加する　☆ワーキングツアーに参加する

☆ビデオ『よみがえる森』を見る　☆書き損じハガキ・古切手を集めて送る etc.　　　★あなたのご参加を待っています！

蔚県暖泉鎮の西古堡には古い建造物が今も残されている。映画やドラマのロケ地として使われることも。
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2017 年 GEN の活動は新たなステージへ
年頭のご挨拶　前中　久行（GEN 代表）

　2017 年の新春を迎えました。今年は
緑の地球ネットワーク GEN が新しい一
歩をふみだす年です。
　1992 年に始まった大同の黄土高原
での緑化活動は四半世紀を超えました。
初期の緑化地では高さ 8m を越える松林
になり、むき出しだった土壌浸食地が
一面に緑で覆われた風景を各地でみる
ことができます。アンズ果樹園による
農村への経済効果や南天門自然植物園
での多様性のある植生回復などの成果

が大同地域に確実に浸透定着してきた
印象を強く感じたここ数年でした。
　このように嬉しい状況で新年を迎え
ることができたのは多くの人々のご協
力ご支援のおかげです。会員の皆様、
ご支援いただいた企業、団体、各種組
織および個人の方々に深くお礼申し上
げます。また広く関心をもっていただ
いている方々にお礼申し上げます。大
同現地の厳しい条件のもとで計画監理
や植栽地の管理を行っている大同緑色
地球網絡の皆さまに心から感謝します。
　GEN に よ る 緑 化 は、 累 計 で 5922
ヘクタール、1887 万本に達しました。
GEN の緑化成功が呼び水となって、国
や省の大緑化プロジェクトが周辺で行
われています。
　いっぽう、緑化がすすんだ反作用と
して緑化可能地が残り少なくなり、大
同では新しい緑化用地を見つけるの
が難しくなっていました。このために
用地が確保しやすい地方を探してきま
した。それが河北省張家口市蔚県です。
昨年 12 月に東川事務局長と高見副代表
が現地を訪れて緑化協力や交流などに
ついて基本的に合意してきました。今

年の春から緑化を始めます。
　新規緑化地の確保と実際の緑化作業
には現地農村の人びとの同意が必要な
ので、国中央、省、市、県、郷の組織
を介してすすめます。具体的には共青
団を通じて行います。共青団は対外交
流部門をもっているので、定款にある
「地球環境のための国境を越えた民衆
の協力」のカウンターパートとしてよ
り適切であると考えます。
　蔚県は大同市に接し同じく黄土高原
に属するので経験を生かすことができ
ます。また今後の大同との交流や既緑
化地の見学にも便利です。
　現地は大変熱心です。しかし外国と
の共同緑化プロジェクトの経験はあり
ません。高見副代表のブログ「続・黄
土高原レポート」にある大同の活動初
期にみられ今となっては懐かしい様ざ
まな事象も再び起きるかもしれません。
率直な意見交換や議論をし相互に理解
して協力をすすめます。講演会、学習
会、自然と親しむ会、支部活動、ツアー
など様ざまなかたちでの参加とご支援、
ご協力をお願いします。

運営懇談会を
開催しました

年末カンパにご協力いただき

ありがとうございました

　11 月 19 日（土）に大阪の弁天町生涯
学習センターで、11 月 26 日（土）に東
京の立教大学で運営懇談会を開催しま
した。
　運営懇談会は 2009 年より毎年開催し
ており、今年で 7 回目です。
　大阪会場は 22 名、東京会場は 17 名
が参加しました。
　2016 年 6 月の会員総会で山西省大同
市での 25 年におよぶ緑化協力に区切り
をつけ、新たに河北省張家口市蔚県で
の協力をおこなうことが決まりました。

　運営懇談会では高見副代表が新しい
協力地蔚県についてスラ
イドを使って紹介し、そ
れを受けてこれから蔚県
でどのように活動を進め
ていくかについてや、こ
れまで大同でしてきた緑
化活動の実績をどのよう
に残していくかについて
など、今後の関わり方に
ついても忌憚ない意見が
交わされました。 大阪会場には関東から参加してくださった方も。

　みなさまにはよいお正月を過ごされましたでしょうか。
今年は暖かく、初詣も大変なにぎわいでした。
　さて、先号でお願いしました年末カンパですが、おか
げさまでたくさんのご協力をいただき、11 月 1 日から 1
月 5 日までの間で、2,087,958 円（86 件）になりました。
昨年度同期間が 1,354,903 円（100 件）だったので、この
期間にお寄せいただいたご寄付は 73 万円ほど多かったこ
とになります。ありがとうございました。
　1 月 5 日までの累計は、4,981,608 円（273 件）です。
予算 790 万円に対する達成率は 63％、昨年実績 6,951,579
円に対しては 71.7％です。
　昨年度同時期累計の 4,776,846 円（255 件）と比べて
20 万円ほど多くなっていますが、昨年度は 2 月に大口の
ご寄付をいただいているため、今年度の寄付が昨年度実

績を上回ることはむずかしそうです。重ねがさねで恐縮
ですが、可能な方は、ご寄付、新規ご入会など、お力添
えをいただきますようお願いいたします。
　無料でできる gooddo
の ワ ン ク リ ッ ク 支 援
も あ り ま す。http://
gooddo.jp/gd/group/
gentree/?from=fbn0 に
アクセスして、赤い「応
援する！」ボタンを押
すだけ。毎日の習慣に
して、お知り合いにも
広げていただければ幸
いです。

　前号の会報で年末カンパのご協力を呼びかけたところ、11 月 1 日から 1 月 5 日までに 86 件、2,087,958 円の寄

付があつまりました。みなさまのご協力に感謝いたします。

　20 年ほど前のことですが、学生だっ
たわたしは、仲間と大同へのスタディー
ツアーに参加しました。当時まさか自
分が北京に住むとは思っていませんで
したが、今では二児の母として北京で
子育てをしています。
　また、ご縁あって、アメリカのガー
ルスカウトのリーダーをしています。
そして再び GEN と出会い、ガールスカ
ウトで何かできることがないか探し始
めました。
　そんな折、国際学校でクリスマスバ
ザーがありました。
　わたしとともに前まえから細々と
勉強し続けてきた Girl Scouts Beijing 
Troop78 の女の子たち（8、9 歳）は意
気揚々と、来客に自分たちが GEN のた
めに募金活動する理由を説明し、手作
りしたケーキやクッキーを売りました。

　勉強するにあたり理解が難しい子に
は苗木を買って GEN に植えてもらうた
めに、お金を集めようねと説明してい
ましたので、その Baby trees がちゃんと
育つのかとても心配で、空気の悪さは
影響するのかとか、木がどこで育つの
かとかなどの質問が出ました。
　バザーでは 1085 元売上げました。少
額ですが国境を越えた女の子たちの努
力で得たお金です。全額寄付させてい
ただきました。この子たちが 20 年後
に中国を訪れたときに緑の土地が増え
ていますように、と願います。そのた
め今は、継続的に活動に協力できれば、
より理解が深まるかなとも思い、会報
を英訳しつつ引き続き説明しています。
　子供の活動を通じて保護者も興味を
持つようで、ちょっとずつ理解を得て
います。さらなる協力のチャンスを作

るようがんばります。
　北京在住の門脇美貴子さんがリーダーとなって、ガールスカウトの子供たちがバ

ザーで集めたお金をGENに寄付してくださいましたのでご報告します。

手作りお菓子を売って緑を増やそう

門脇　美貴子（北京市）

がんばってお菓子を販売してくれた少女たち

　山西省大同市霊丘県の南天門自然植
物園の仕上げにあたり、公益社団法人 
国土緑化推進機構 緑の募金よりご協力
をいただきました。ありがとうござい
ました。

南天門自然植物園
ご協力の報告

　国内活動においては、世話人の上田
信さんより関東ブランチが西伊豆でお
こなっているプロジェクトの報告があ
り、これからどのように発展させてい
くか話し合われました。
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緑の地球ネットワーク年会費……一般会員＝12,000円・家族会員＝6,000円・学生会員＝3,000円　 

2017.1

ジュニア会員（中学生以下）＝1,000円・団体会員＝12,000円・賛助会員＝100,000円◇会報購読のみ（年間）＝2,000円

北京の青空・暖泉鎮の打樹花・永寧山のリンゴ

2016 冬　中国訪問記

　今春、蔚県への初めてツアーを派遣
するにあたり、いろいろと決めないと
いけないことがあります。9 月に相談し
てくるはずだったのですが、ほかのこ
とで時間をとられて十分に話し合うこ
とができませんでした。そのため、12
月に高見副代表と東川事務局長が北京
と蔚県を訪ねました。
　北京は大気汚染が問題になっていま
すが、私たちが訪ねたときにはさほど
でもなく、ややよどんでいた 8 日の朝
も地下鉄で移動している間に強い北風
が吹きはじめてあっという間に青空に
なりました。赤色警報が続くときには、
空気清浄機がフル回転する室内でも高
レベルの汚染になるそうです。
　9 日には北京の日本大使館で行われた
外務大臣表彰の伝達式に参加しました。
私たちの大同での事業にも協力してく
ださった中華全国総工会の白立文さん
が表彰されたのです。全部で 5 名の受
彰者の中には日本人も 1 人おられ、流
暢な中国語で受彰スピーチを披露され
ました。高見副代表が受彰した 2012 年
は反日デモで伝達式が中止になりまし
たが、もし行われていたら中国語でス
ピーチをしないといけなかったかもし
れません。
　10 日、通訳を引き受けてくれた中国
国際青年交流センターの崔斌さんと 3

人で、長距離路線バスで蔚県
に向かいました。オリンピッ
クスポーツセンター近くの北
郊バスターミナルから約 4 時
間で蔚県に到着。昔よく見た
ぎゅうぎゅう詰めのバスを想
像していたので、普通にゆっ
たり座れて快適だったのは予
想外でした。到着後、霊厳寺、
蔚州署を見て、夕刻暖泉鎮へ
向かいました。明清代の古堡

がたくさん残ることで知られ
るこの鎮には、もうひとつとんでもない
名物があります。溶けた鉄を柄杓です
くって城壁にぶつけ、花火のように楽
しむ打樹花です。GEN の FB（https://
www.facebook.com/genfcbk）にも動
画をあげていますが、いったい誰がこ
んなことを思いついたのか、いまでは 4
人しかできる人がいないというのもう
なずけます。本来元宵節（旧暦 1 月 15
日）の行事でしたが、観光化して毎週
末に行われています。厳寒のこの時期
は屋内で、雑技風のお芝居と組み合わ
せて 1 時間ほど、劇も言葉がわからな
くても楽しめたし、クライマックスの
打樹花は大変な迫力でした。ツアーで
もご覧いただく予定です。元宵節には
屋外で 1 日 4 回公演するそうです。全
国から集まる観光客のために道路の拡
幅工事中でした。
　翌日の午前は市場と新し
くできた蔚県博物館を訪ね
ました。蔚県は歴史と文化
をとても大切にしていて、
県レベルで博物館をもって
いるのも驚きですが、オー
プン以来入場制限が続いて
いるほど見学者がいるの
もびっくりです。未完成で
空のケースもありましたが、
見応えのある展示でした。

　午後からは柏樹郷永寧寨村に植樹予
定地を訪ねました。車で山を登ったと
ころにある、整地もすんだ予定地はひ
ろびろとしていますが、車を停めた場
所とは浸食谷で隔てられています。こ
こでツアー参加者が植えられるのか？
と聞くと、この場所はちょっと無理と
のこと。もう少し行きやすい場所があ
るから、そこで植えようと提案されま
した。9 月に訪ねた時に果樹を植えると
言っていた隣接地には、すでにリンゴ
が植えられ、寒風にそなえてポリフィ
ルムで幹も枝も巻かれていました。共
青団メンバーと郷の責任者にツアーで
必要なことを伝え、相談して、諸々の
手配と見積りを依頼してその日は終了。
　翌日、再び暖泉鎮に向かいました。
西古堡を訪ねるためです。古い建造物
が残った一画に、ミニ博物館風に改装
された古い家、喫茶店や切り絵屋さん
などの商店、現役の住宅が入り混じ
り、住人のおじいちゃんが歩いていた
りして、なんともいい雰囲気です。住
宅には「人が住んでます。立ち入り禁
止。罰金○○元」と貼紙がしてあるの
もご愛嬌（住人は大変でしょうけれど）。
映画や TV ドラマのロケも誘致されて
いて、姜文監督・主演で香川照之が出
演した「鬼が来た！」（2000 年カンヌ
国際映画祭審査員特別グランプリ）の

2 0 1 7  春 の 黄 土 高 原
ス タ デ ィ ツ ア ー

　今春、いよいよ新しい緑化協力地で
の植樹がはじまります。記念すべき第 1
回のツアーに、ぜひご参加ください。
　河北省張家口市蔚県は、大同市広霊
県の東隣。古くは蔚県、広霊県、南隣
の淶源県の 3 県で蔚州と称され、山西
省に属していました。気候も自然条件も、
大同とほぼ同じです。
　現地受け入れは共青団の若い人たち。
外国との関わりがなかった中で一生懸
命準備してくれています。大同とはま
た違った、地方の町と農村を体験でき
ます。

●日程：4 月 8 日（土）〜 13 日（木）
5 泊 6 日

●旅行代金：169,000 円（国際航空運賃、
空港使用料、中国国内の交通費
／食費／宿泊費を含みます。旅
券取得費用、海外旅行傷害保険、
個人行動時の費用は含みません。
GEN 年会費〈一般＝ 12,000 円、
学生＝ 3,000 円〉が別途必要で
す）※中国国際航空／深圳航空
利用予定　※関西空港発着　※
東京発着、北京合流希望の方は
ご相談ください。

■会員の輪をひろげよう！

緑の地球ネットワーク会費（年額）
一般会費　　　　　　　　　12,000 円
家族会費（同居の家族 2 人目から）
　　　　　　　　　　　　　　6,000 円
学生会員　　　　　　　　　　3,000 円
ジュニア会員（中学生以下）　1,000 円
団体会員　　　　　　　　　12,000 円
賛助会員　　　　　　　　　100,000 円
※会費は会報購読料を含んでいます。
■会報を購読してください！

　GEN の活動に関心はあるけれど会員
になるのはちょっと、という方は、会
報『緑の地球』を購読していただけま
せんか。年間購読料 2,000 円。
■緑化基金、運営カンパもとむ

　金額は自由です。また、緑化基金、
運営カンパの別を問わない使途自由の
ご寄付も受け付けます。その場合、必
要に応じて使わせていただきます。

＊緑化基金の 20％は事務管理費になり
ます。
■書き損じはがきを集めています

　書き損じはがき、古い未使用のはが
きを集めています。通信費にあてます。
■未使用切手・古切手を集めています

　普通切手、記念切手、外国切手なん
でも OK。周囲を 1cm ほど残して切り
取ってお送りください。
■ボランティア募集

　会報発送や事務所の手伝いなどのボ
ランティアを随時募集しています。参
加可能な曜日、時間帯をご連絡くださ
い。来ていただきたいときに GEN から
連絡します。

＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊
【GENへの寄付は税制上の優遇措置を

受けられます】

　緑の地球ネットワークは大阪市に認
定された認定 NPO 法人です（期限は

2019 年 4 月 8 日まで）。
　個人による GEN への寄付は、税額控
除あるいは所得控除を受けられます。
対象となるのは 2,000 円を超える寄付
金で、確定申告が必要です。
　企業（法人）からの寄付金は一般寄
付金の損金算入限度額とは別枠の損金
算入限度額が認められています。
　また、個人が相続または遺贈により
取得した財産を、相続税の申告期限以
前に認定 NPO に寄附すると、相続税の
課税対象から除外されます。
　GEN の場合、寄付金となるのは緑化
基金、運営カンパ、おまかせカンパと
会費のうち 1 口を超える部分、賛助会
費から 12,000 円を引いた金額です。
　また、大阪府民、大阪市民のかたに
は個人住民税の控除もあります。
　くわしくは GEN までご連絡くださ
い。

いますぐできる G E N への協力

今春のツアーで訪問予定の蔚県暖泉鎮

野外市場のようす。売りものは香辛料や衣類などさまざま。

ロケ地でもありました。ツアーでも訪
問予定です。
　4 月のツアーは、蔚県で活動する最初
のツアーです。いろいろ不備があるか
もしれませんが、大同では見られなく
なってしまった、木を植えるのに適し

た場所がまだまだこんなにあるぞー！
という風景と、昔の風情をそのままに
質素に暮らす街や村、人びとに、ファー
ストコンタクトできる唯一のチャンス
です！　ふるってご参加ください。（東
川）

●申込締切：2 月 27 日
●定員：30 人程度
●最少催行人員：8 人
●訪問地：中国河北省張家口市蔚県（北

京経由）
●添乗員は同行しません。GEN スタッ

フ 1 名が関西空港から同行します。
●参加ご希望の方は、GEN 事務所まで

ご連絡ください。資料は（株）マイ
チケットから発送します。

　2016年の冬は12月 7日～13日の日程で高見邦雄副代表と東川貴子事務局長の2名が中国の北京市、張家口市蔚県を訪問しま

したのでご報告します。
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黄土高原史話<81>

仏教都市の明と暗（下）
谷 口  義 介 （GEN 会員）

　北魏の洛陽 1367 寺のうち尼寺はいく
つかあるが、都のメインストリート銅
駝街の東にある景楽寺もその一つ。例
のごとく、『洛陽伽藍記』（入矢義高訳）
によって紹介しよう。
「仏堂の棟々がうねうねと連なり、僧

坊が曲りくねって建ち並び、軽やか
な木の梢は戸を払い、とりどりの
花々が庭を蔽っていた。六斎の日に
は、いつも女性の伶人の歌舞が演ぜ
られ、その歌声は美しく余韻を響か
せ、舞う袖はゆるやかに翻

ひるが
えり、管

弦の調べは瀏亮と、天上の楽かとも
紛
まが

うめでたさであった。」
　六斎の日というのは、毎月 8・14・
15・23・29・30の六日間、昼から食を断っ
て忌み慎む日のこと。女性楽人の歌と
踊りは、もちろん仏に捧げるもの。わ
が平安～鎌倉期、白

しらびょうし
拍子が奉納する歌

舞といったところだろうか。
「ここは尼寺であるため、男子は立

ち入れない定めであったが、参観を
許された者は、天国に来た思いをし
た。」

　そりゃそうだろう、尼さんといい伶
人といい、女の園なんだから。
　境内ではまた、
「ありとあらゆる異国の奇術が、すべ

てここに集まり、驢馬をばらしたり、
地下水を噴き出させたり、また棗や
瓜の種を蒔いて、たちまち実

み
をなら

せて食ってみせたりなど、見物の男
も女も目くるめいて茫然の態

てい
であっ

た。」
　ロバをばらす奇術とはどんなもの
か。『後漢書』南蛮・西南夷伝によると、
後漢の安帝永寧元年（120）、西南夷の
ある国の王が幻人（奇術師）を献上し

てきた。幻人は「能く変化して火を吐き、
自ら支解して牛と馬の頭を易

とりか
」えた、と。

火を吐く術はポピュラーで、長秋寺の 4
月 4 日の降誕会でも行われていたが（前
回参照）、景楽寺でのロバをばらす奇
術とは、ここにいう牛と馬の首を斬っ
てすげ代える術かもしれない。
　地下から水を噴き出させる術とは、
地面に杖を立て呪文を唱えると、そこ
から水が湧き出すというもので、高僧
が示した奇蹟としてよく出てくる話。
日本でいえば、弘法井戸の伝説である。
　ナツメやウリの種とその果実を取り
替える手品など、プロにとっては容

た や す
易

い術だったろう。
　それはともかく、見物人は口をあん
ぐり目はパチクリの状態だったが、
「建義の年（528）以後は、都に大乱

が続いたため、この奇術は見られな
くなった。」

　では、景楽寺境内での奇術が中止に
なった最初の大事件とは、いかなるも
のだったのか。
　城東にある平等寺に金の仏像が祀ら
れており、よく吉兆を示すと評判だっ
たが、

「孝昌三年（527）十二月、この仏像
の面

おもて
に悲しみの表情が現われ、両眼

からは涙が垂れ、体じゅうがぐっ
しょりになっていた。……こんなこ
とが三日続いて止んだ。果たせるか
な明くる年四月、爾

じしゅえい
朱栄が洛陽に攻

め入り、百官を誅殺して、屍体は地
に塗

まみ
れた。」

　ここにいう孝昌三年の翌年とは、す
なわち建義元年（528）。爾朱栄の乱が
勃発し、これを境に北魏洛陽の歴史は
暗転する。

GEN 関東ブランチ

西伊豆クールタウン・プロジェクト

◆発端：関東ブランチが静岡県西伊豆町、
駿河湾に面した山と海と里、さらに町
のあるこの地で、そもそも活動を始め
たのは、GEN 世話人の藤原國雄さん
が大同での専門家派遣に同行して、そ
こであの無煙炭化器と出合ったところ
にさかのぼります。巨大な底抜けフラ
イパンのような単純な構造ながら、わ
ずか 2 時間程度で大量の木炭が焼き上
がるこの道具を、西伊豆町に持ち込み、
放置間伐材や端材を炭に焼き、放棄耕
作地に入れるプロジェクトを始めまし
た。主体は「宇久須まちづくり協議会
スローライフ部会」。この活動に、関
東ブランチが加わったのが、2010 年に
なります。この活動は、いま、あらた
な局面を迎えようとしています。
◆展開：木材を焼いたり腐らせたりす
ると CO2 を放出するのですが、炭に
すれば炭素が固定され、地球温暖化を
わずかでも緩和させることができます。
あらたな地域づくりのミッションとし
て、炭を軸に山・里・海・町を結びつ
けることができないか、藤原さんの
クールタウン構想がしだいに形をなし
てきました。山では杉などの植林が行
われたのですが、いまは林業が振るわ
ず、林床には放置された間伐材がころ

がっています。放っておけば腐る木材
を炭に焼き、里の畑にいれて作物を栽培、
海の浜にいれてアサリの再生などがで
きないものか、試行錯誤が始まりました。
　無煙炭化器に続く第 2 の軸として、
ヤーコンという作物が加わります。南
米アンデス原産のこのキク科の作物は、
イモの部分には食物繊維が豊富なだけ
ではなくフラクトオリゴ糖が含まれて
いるので便秘を解消し、葉を乾燥させ
たヤーコン茶にはインスリンに似た成
分が含まれ、3 ヶ月以上常用すると血糖
値が下がるといわれています。藤原さ
んの指導のもとで、スローライフ部会が、
炭を入れた畑でのヤーコン栽培を、地
元に拡げています。
　炭はまた別のところで、その可能性
が試されています。西伊豆町の宇久須
地区の山中には、昭和の一時期に日本
の板ガラス生産の 9 割をまかなった露
天掘りの硅石採掘跡地があります。そ
こで関東ブランチの発案で、アルカリ
性の炭を牛糞などとともに植栽地に投
入し、酸性土壌に強く、毒性が強くて
シカなどが避けるアセビとシキミを栽
培する試みを始めています。藤原さん
か苦労して育てた苗を、2014 年から試
験的に移植したところ、シキミはその

半分程度がシカに食べられることなく
根付き始めていました。
◆飛躍：細々とした関東ブランチの試
みが大きく飛躍した背景には、国際ボ
ランティア学生協会（IVUSA）の学生
たちの力があります。2014 年 7 月、集
中豪雨に見舞われた西伊豆町に、GEN
のネットワークを通じて関係を持ち始
めた IVUSA が、災害復興のために駆
けつけたのです。その縁から、その後、
西伊豆町は IVUSA の活動拠点の 1 つと
なり、毎年、100 名前後の学生が全国
から訪れるようになりました。
　IVUSA が取り組んだ事業の 1 つが、
黄金崎におけるマツ林再生事業。GEN
顧問の小川眞先生の指導を仰ぎ、林床
の倒木や落ち葉などを取り除き、生存
できるマツを選び、その根元に炭を入
れたのです。2015 年と 16 年の 2 月に行
われた作業の成果には、目を見張ります。
マツは勢いを取り戻し、その根元には
菌根菌が共生していることを示すキノ
コが姿を現し始めています。

◆展望：ここであらためて関東ブ
ランチの役割を再検討する時期にさし
かかっています。宇久須宿舎も継続す
ることが資金面で難しくなっています。
そこで、2017 年には原点にもどり、自
然から学び、地元とつながり、地に足

の付いた活動を行い、ネットワークの
深化を目指します。地元の方の案内を
得て、山や里、町を歩きその魅力を発
見します。私たちからは緑化の方法を
取り入れ、地球温暖化を緩和する生き
方を提起する活動を進めて行きたいと

存じます。
　こうした活動を通じて、自然と共生
して CO2 を出さないクールタウン、将
来はこのイメージを世界に発信できれ
ばと思います。（文責：上田信）

硅石採掘跡地に根付いた苗を調べる藤原さん

　12月 23日に大阪国際交流センターで行われた「ワンフェスfor Youth」に出展し

ました。インターンの岩本雄真さんが参加した報告を寄せてくださいました。

高校生と世界の現状について考えた 1 日

岩本　雄真（龍谷大学2回生）

報
告

　わたしは今回、初めてワン・ワール
ド・フェスティバル for Youth に緑の地
球ネットワークの一員として参加させ
てもらいました。
　イベントの目的は、①世界的視野を
持って、社会の課題解決に向けて行動
を起こす次世代の育成 ②高校生同士の
活動のネットワークを築き、横の連携
を深める ③高校生が大学や NGO や国
際機関とつながることを目的に、「高
校 生 の た め の 国 際 交 流・ 国 際 協 力
EXPO 2016」を開催することだと見て
とてもよいイベントだと思いました。

　わたしは初めての参加なので、最初
はどのような事をするのかなと思いま
した。いざイベントが始まると、たく
さんの高校生や大学生が参加していて
驚きました。チラシを持って呼び込み
をしていると、高校生の方から「この
団体はどのような活動をしているので
すか」と質問してきました。わたしが
活動の内容を説明しているのを真剣に
聞いてくれました。わたしが高校生の
頃は、このようなイベントの参加など
はなかったのですが、現在の高校生は
本当に国際的に物事を考えているのだ

なと思いました。
　大学生とも話す機会があったので、
諸外国の問題について意見交換しまし
た。また、イベントに参加していた他
の団体の方とも様ざまな意見や疑問を
交わすことで世界の国々で直面してい
る問題や現状を知ることができ、改め
て自分の考え方が深くなりなした。
　今回のイベントに参加でき、とても
よい経験ができました。

↗

↙
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＊当欄掲載のイベント情報は掲載時点のもので、その後変更になる可能性があります。

　主催者にお確かめのうえ、ご参加ください。
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　西日本最大の国際交流のお祭りです。
○日時：2017 年 2 月 4 日（土）～ 5 日

（日）10 時～ 17 時
○場所：カンテレ扇町スクエア・北区

民センター・扇町公園（地下鉄「扇町」
駅直結、JR 環状線「天満」駅徒歩 3
分

○入場無料・雨天決行
○主催・問い合わせ：ワン・ワール

ド・フェスティバル実行委員会事務
局（〒 540-0026 大阪市中央区内本町
1-4-12 piaNPO 2 階（特活）関西国
際交流団体協議会内 tel.06-6944-0407
　fax.06-6944-0408 e-mail：onefes@
interpeople.or. jp　Facebook：
h t t p s : / / w w w. f a c e b o o k . c o m /
ONEWORLDFESTIVALonefes/）

　阪神大震災をきっかけにできた六甲

　大阪自然環境保全協会 40 周年記念の
シンポジウムです。
○日時：2017 年 2 月 19 日（日）

第23回

ワン・ワールド・フェスティバル

第 20 回 

六甲奨学金基金のための古本市

水でつながる

自然と人のくらし

奨学基金は兵庫県下の留学生・ 就学生
への奨学金や日本語ボランティア教室
を支えており、募金活動の一環として
古本市を開催しています。
○受付期間：3 月 1 日～ 3 月 31 日まで
○送付方法：直接持参または送料送り

主負担で送付 【注意】汚れのひどい
ものは不可 。辞書、新しい本歓迎。
絵本、マンガ、 洋書可 。雑誌、教科書、
参考書、パソコン解説書、文学全集、
百科事典などは不可。CD も集めます
（VHS、TV番組の録画DVDやコピー
CD は不可） 。

○送り先・問合せ先：神戸学生青年セ 
ンター古本市係（〒 657-0064 神戸市 
灘区山田町 3-1-1　tel. 078-851-2760  
fax. 078-821-5878　e-mail：info@
ksyc.jp　URL：http://ksyc.jp/）

　午前の部 11 時からパネル展示・ポス
ターセッション

　午後の部シンポジウム「水でつなが
る自然と人のくらし」13 時から 16
時 40 分まで。記念講演Ⅰ「飲水思源
の上下流連携を関西から」嘉田由紀
子氏（びわ湖成蹊スポーツ大学学長）

　記念講演Ⅱ「水辺の生きもの環境の
保全と再生」高田直俊氏（前大阪自
然環境保全協会会長）

○会場：大阪府立大学 I-site なんば（大
阪市浪速区敷津東 2-1-41 南海なんば
第 1 ビル　南海電鉄「なんば駅」下
車徒歩約 12 分）

　○定員：200 名（申込先着順、参加
費無料）

○申込み締切：2 月 15 日（水）
○主催・申込・問合せ：ハガキ・fax・

e-mail で下記へ（公社）大阪自然環
境保全協会 40 周年記念シンポジウム
実行委員会（〒 530-0041 大阪市北区
天神橋 1-9-13 ハイム天神橋 202　tel. 
06-6242-8720　fax. 06-6881-8103
　e-mail：sympo@nature.or.jp　
URL：http://www.nature.or.jp ）
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